
”
今
年
の
稲
作
は
多
難
”

　
い
つ
消
え
る
か
と
思
わ
れ
た
今
年
の

豪
雪
も
、
ど
う
や
ら
融
け
て
苗
代
播
種

も
す
っ
か
り
終
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
播
種
を
済
ま
せ
る
ま
で
の
農

家
の
努
力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
今
年
の
四

月
三
H
ま
で
に
松
代
町
に
お
け
る
降
雪

日
数
は
九
十
日
、
降
雪
量
は
1
7
解
2
6
伽

日
平
均
1
9
・
2
㎝
と
な
り
ま
す
。

　
九
十
日
間
毎
朝
、
日
に
よ
っ
て
は
三

、

夫
な
の
か
、
稲
の
生
育
は
ど
う
な
る
力

心
配
で
す
。

　
兎
角
旱
ば
つ
の
翌
年
の
稲
作
は
、
初

期
生
育
が
悪
く
、
後
期
分
け
つ
が
多
い

た
め
稲
が
軟
弱
と
な
り
「
い
も
ち
病
」

に
罹
り
易
く
、
倒
伏
し
易
い
稲
姿
と
な

り
が
ち
で
、
し
か
も
今
年
は
異
常
気
象

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
も
か
く
今
年
は
早
ば
つ
の
翌
年
で

あ
り
、
豪
雪
に
よ
り
植
付
け
が
遅
れ
、

そ
の
上
農
業
資
材
の
昂
騰
、
異
常
気
象

行
　
　
館
平
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回
も
道
つ
け
を

し
、
屋
根
の
雪

下
し
も
十
～
十

二
回
に
お
よ
び

ま
し
た
。

　
昔
の
人
は
大

雪
は
豊
作
の
前

兆
と
も
言
い
ま

し
た
が
、
そ
の

根
擦
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

こ
の
土
地
は
雪

国
だ
か
ら
、
降

る
季
節
に
雪
が

降
る
の
が
当
然

で
、
天
候
が
正

常
な
の
だ
か
ら

翌
年
も
天
候
が

順
調
で
豊
作
に

な
る
、
と
い
う

の
で
は
な
い
か

と
推
測
い
た
し

ま
す
。
翻
購
騰

恥
、
鞠
と
こ
ろ
で
今

年
の
場
合
は
ど

う
で
し
よ
う
か

昨
年
の
大
早
ば

つ
で
水
田
の
大

半
は
地
割
れ
が

し
、
果
し
て
今

年
作
付
が
出
来

る
の
か
ど
う
か

水
持
ち
は
大
丈

　
　
　
　
　
、

と
三
重
苦
・
四
重
苦
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
年
も
四
九
年
と
四
苦
・
八
苦

の
年
に
な
る
か
、
そ
れ
と
も
ヨ
ク
出
来

る
年
に
な
る
か
、
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
栽

培
技
術
の
如
何
と
、
稲
作
に
対
す
る
努

力
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
特
に
本
年
留
意
す
べ
き
点
は

一
、
健
苗
の
密
植

　
田
植
が
遅
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
若

い
軟
弱
苗
を
植
え
る
こ
と
は
決
し
て
良

い
結
果
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
葉
六
～
七
葉
の
「
ガ
ツ
チ
リ
」
し

た
苗
を
密
植
（
坪
当
り
72
～
8
0
株
・
3

～
4
本
植
。
苗
不
足
の
場
合
は
一
株
本

数
を
増
す
よ
り
株
数
を
多
く
す
る
）
し

て
穂
数
の
早
期
確
保
に
つ
と
め
ま
し
よ

≧
ノ
O
　
但
し
田
植
が
極
端
に
遅
れ
る
場
合
は

幾
分
若
苗
で
も
早
く
植
え
た
方
が
良
い

よ
う
で
す
。

二
、
肥
料
は
少
な
目
に

　
田
植
の
遅
れ
を
肥
料
で
と
り
も
ど
そ

う
と
し
て
肥
料
を
増
施
す
る
こ
と
は
危

険
で
す
。
遅
植
・
不
良
天
候
の
場
合
は

何
と
い
っ
て
も
「
い
も
ち
」
が
心
配
で

す
か
ら
肥
料
は
普
通
の
年
よ
り
少
な
目

に
、
と
く
に
越
系
品
種
は
10
～
2
0
パ
ー

セ
ン
ト
減
少
す
る
こ
と
が
安
全
で
す
。

　
ま
た
、
早
ば
つ
田
の
肥
料
は
代
掻
時

に
半
量
、
植
付
前
に
半
量
施
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
植
付
肥
も
効
果
的
で
す
。

三
、
病
害
虫
に
は
細
心
の
注
意
を

　
苗
代
の
遅
れ
た
年
は
と
も
す
る
と
苗

い
も
ち
に
お
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

厚
ま
き
の
場
合
は
と
く
に
危
険
で
す
。

　
ま
た
苗
代
末
期
、
植
付
時
期
に
低
温

の
場
合
等
は
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
、
稚
苗
移

植
で
は
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
ェ
等
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
植
付
前
の
苗
代
消
毒
は
必
ず

や
り
ま
し
よ
う
。

（
今
年
の
作
柄
が
心
配
で
す
。
農
業
改
良
普

　
及
所
の
若
月
さ
ん
か
ら
田
植
時
の
留
意
点

　
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

（1）



（2）

健
康
に
影
響
を
与
え
る

ム
シ
歯
を
な
く
し
よ
う

“
幼
児
に
ム
シ
歯
が
多

　
早
い
の
は
一
歳
か
ら
ム
シ
歯
を
持
っ

て
い
ま
す
。
三
歳
に
な
る
と
九
七
％
と

殆
ん
ど
の
子
が
ム
シ
歯
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
子
供
の
ム
シ
歯
は
抜
け
か
わ
る

歯
だ
か
ら
と
い
っ
て
ほ
う
っ
て
お
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

乳
歯
は
発
育
盛
り
の
子
の
そ
し
や
く
機

能
を
引
き
受
け
、
あ
と
か
ら
生
え
て
く

る
永
久
歯
の
強
さ
や
歯
な
ら
び
に
も
影

響
し
ま
す
。
強
い
歯
、
美
し
い
歯
な
ら

び
は
乳
歯
の
健
康
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

　
”
毎
月
一
回
誕
生
日
に
歯
を
見
て
”

　
お
子
さ
ん
に
歯
が
生
え
た
ら
、
お
母

さ
ん
は
毎
月
一
回
誕
生
日
に
歯
を
見
る

こ
と
に
決
め
て
お
い
て
下
さ
い
。
ゴ
マ

粒
位
い
の
黒
い
も
の
が
見
え
た
ら
直
ぐ

歯
医
者
で
治
療
し
て
下
さ
い
。
直
ぐ
に

な
お
り
ま
す
。

“
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
”

　
大
人
の
方
は
歯
を
み
が
く
だ
け
で
な

く
、
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
し
ま
し

ょ
う
、
そ
れ
は
歯
そ
う
の
う
ろ
う
の
予

防
の
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
又

少
く
と
も
年
二
回
は
歯
石
を
と
っ
て
も

ら
い
ま
し
よ
う
。
ほ
う
っ
て
お
く
と
歯

そ
う
の
う
ろ
う
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

”
抜
け
歯
の
あ
と
に
は
入
れ
歯
を
”

　
子
供
も
大
人
も
、
抜
け
た
歯
は
そ
の

ま
ま
に
し
な
い
で
必
ず
入
歯
を
入
れ
て

下
さ
い
。
そ
し
や
く
を
充
分
に
し
、
消

化
器
に
悪
い
影
響
を
与
え
ず
、
残
り
の

歯
の
健
康
を
守
る
た
め
に
大
切
な
事
で

す
。”
夜
寝
る
前
に
必
ず
歯
み
が
き
を
”

　
朝
起
き
る
と
ど
な
た
も
歯
を
み
が
き

ま
す
が
、
同
じ
み
が
く
な
ら
朝
食
後
の

方
が
良
い
の
で
す
。
で
き
れ
ば
食
事
後

毎
に
み
が
く
の
が
理
想
で
す
が
で
き
な

け
れ
ば
朝
食
後
と
夜
就
寝
前
に
み
が
い

て
下
さ
い
。
特
に
就
寝
前
に
は
必
ず
み

が
い
て
下
さ
い
。

“
歯
み
が
き
は
正
し
く
”
　
、
。
　
　
、

マ
　
ド
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
き

醤
歯
は
正
し
い
ル
ー
ル
で
み
が
き
ま
し

し
ー

、

よ
う
。
タ
テ
み
が
き

や
横
み
が
き
は
、
口

の
中
の
汚
れ
が
と
れ

な
い
ば
か
り
か
長
い

間
に
は
歯
や
歯
ぐ
き

を
痛
め
ま
す
。
歯
ブ

ラ
シ
、
歯
み
が
き
は

良
い
も
の
を
選
ん
で

キ
チ
ン
と
み
が
き
ま

し
よ
う
o

　
次
に
厚
生
省
歯
科

衛
生
課
と
日
本
口
腔

保
健
協
会
推
奨
の
ロ

；
リ
ン
グ
式
歯
の
み

が
き
方
を
ご
招
介
い

た
し
ま
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
式
み
が

き
方
一
、
歯
ぐ
き
を
痛
め

　
ま
せ
ん
。

二
、
歯
と
歯
の
間
な

　
ど
ス
ミ
ズ
ミ
ま
で

　
き
れ
い
に
み
が
け

　
ま
す
。

三
、
歯
ぐ
き
の
マ
ツ

　
サ
ー
ジ
が
で
き
ま

　
す
。

グ式歯のみがき方
　歯の内側　　　　　　　　おく歯のかみ合せ

ンリ　ロー噸

歯の外側
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o

　
歯
み
が
き
は
十
六
箇
所
に
わ
け
て
み
が
き
ま
し
よ
う
。

ま
た
口
の
中
に
病
気
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
家
（
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
）

指
導
を
受
け
て
、
正
し
く
み
が
き
ま
し
よ
う
。

の



①

成
人
病
の
正
し
い
知
識

　
人
間
の
か
ら
だ
は
年
を
と
っ
て
く
る

と
誰
で
も
老
化
現
象
を
起
こ
し
ま
す
。

た
と
え
ば
皮
膚
の
つ
や
が
な
く
な
り
、

し
わ
が
ふ
え
、
髪
の
毛
が
う
す
く
な
っ

た
り
す
る
の
も
老
化
現
象
で
す
。

◇
動
脈
硬
化
・
高
血
圧

　
内
臓
に
も
同
じ
よ
う
な
現
象
が
み
ら

れ
ま
す
。
動
脈
硬
化
と
い
っ
て
血
管
の

壁
が
厚
く
な
っ
て
弾
力
性
が
失
わ
れ
る

の
も
老
化
現
象
で
あ
り
、
ま
た
年
と
と

も
に
血
圧
が
高
く
な
る
の
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。

◇
成
人
病
の
種
類

　
こ
う
い
う
老
化
現
象
に
と
も
な
っ
て

お
こ
る
病
気
、
四
十
才
ご
ろ
か
ら
特
別

に
多
く
な
る
病
気
を
成
人
病
と
い
い
ま

す
。
　
脳
卒
中
と
か
狭
心
症
や
心
筋
硬
塞
な

ど
の
心
臓
病
あ
る
い
は
、
癌
、
糖
尿
病

な
ど
が
そ
れ
で
す
。

◇
脳
卒
中
が
横
綱
格

　
昔
は
結
核
が
死
亡
原
因
の
ト
ツ
．
フ
を

し
め
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
ト
ッ
プ

が
脳
卒
中
で
二
位
が
癌
、
三
位
が
心
臓

病
と
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
松
代
町
で

※　死亡者の100人のうち76名が成人病です。

　　　　　　　　　昭和ろ・4年

　　　　　　　／’＼＼＼　／

　　　　　　1劾・題ぐ
　　　　　　＼灘鄭多ノ1嘆

　　昭和48年
　　4／’一

／
／　その他　　　　　　脳卒中
　　　　　一　　　　　　

1　協人覇、心嚇薄
＼　　　　　が乱，

＼24％14％
　　　＼、＼

脳卒中は50才　　がんは40才　　心戯病は30才から

　　　　　疾病別・犀令別死亡者数　　　昭和4

※

は
こ
の
三
つ
だ
け
で
昭
和
三
四
年
は
六

三
％
四
八
年
は
七
七
％
を
し
め
て
い
ま

す
。
こ
の
七
七
％
の
う
ち
わ
け
は
脳
卒

中
の
死
亡
が
三
八
％
心
臓
病
が
二
五
％

癌
が
一
四
％
で
す
か
ら
脳
卒
中
が
死
亡

原
囚
の
横
綱
格
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す

◇
働
ら
き
盛
り
で
倒
れ
る
人
が
多
い

　
と
こ
ろ
で
四
十
ご
ろ
と
い
え
ば
、
働

ら
き
ざ
か
り
で
あ
り
、
家
庭
に
お
い
て

も
社
会
で
も
中
心
的
な
地
位
を
占
め
る

人
々
が
病
気
で
倒
れ
死
亡
す
れ
ば
、
重

大
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
の
本
質
を
知
ろ

　
う
　
成
人
病
の
う
ち
で
も
、
癌
に
つ
い
て

は
ま
だ
、
そ
の
原
因
が
は
っ
き
り
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
卒
中
、
心
臓
病

（
狭
心
症
、
心
筋
硬
塞
、
心
不
全
）
は

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
と
い
う
土
台
が
あ

っ
て
、
そ
の
土
台
に
何
か
の
き
っ
か
け

が
加
わ
っ
た
場
合
発
作
が
お
こ
り
ま
す

で
す
か
ら
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
は
ど
う

い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、

そ
の
上
で
日
常
の
生
活
に
注
意
し
、
き

っ
か
け
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
成
人
病
シ
リ
ー
ズ
は
次
の
よ
う

に
十
二
回
続
け
る
予
定
で
す
。

　
二
回
～
七
回
は
脳
卒
中

　
　
　
病
　
　
中

　
　
　
臓
ん
卒

　
　
　
心
が
脳

年8
　
□
翅
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一令
30才
以下 3
4

八
回
～
十
回
は
心
臓
病

十
一
回
～
十
二
回
は
糖
尿
病

予

告

板

◎
育
児
学
級

五
月
二
十
日
午
後
松
代
町
総
合
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
ー
で
開
催

◎
献
血

五
月
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

　
　
　
　
　
　
時
ま
で
町
総
合
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
ー
で
採
血
が
行
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
す
。
多
数
の
方
の
献
血

　
　
　
　
　
　
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
出
稼
者
検
診

六
月
十
二
日
（
一
日
）
総
合
セ
ン
タ
ー

〃〃〃〃〃

十
三
日
（
〃
　
）
総
合
セ
ン
タ
：

十
四
日
午
前
清
水
小
学
校

十
四
日
午
後
孟
地
小
学
校

十
七
日
（
一
日
）
室
野
小
学
校

十
八
日
（
〃
　
）
蒲
生
小
学
校

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

四
月
受
付
分
　
　
（
受
付
順
）

蒔
っ
こ
ん
澆

お
め
で
ζ
つ
鯖
髄

萬
羽
嗣
彦
・
和
田
ト
ヨ
子
（
会
沢
）

離巽柳
　
厳
チ
勇
ヨ
三
男
（
松
代
）

小
堺
良
次
馨

関
谷
美
由
紀
麗

室
岡
静
江
騰

お
く
や
み

（
死
亡
）

松
山
　
ギ
ン

関
谷
　
と
み

柳
　
　
嘉
蔵

山
岸
　
キ
ク

久
木
田
チ
イ

佐
藤
　
ク
ニ

西
潟
　
リ
イ

馨
男
（
鰭
）

秘
女
（
李
）

蓑
女
（
田
野
倉
）

八
四
才

六
〇
才

七
一
才

六
二
才

，
六
七
才

八
一
才

八
九
才

（
犬
伏
）

（
松
代
）

（
片
桐
山
〉

（
寺
田
｝

（
蓬
平
）

（
濁
》

（
福
島
）

（3）



　
成
人
さ
れ
た
人
　
H
敬
称
略
∬

松
代
　
関
谷
利
良
・
関
谷
英
司
・
市
川

　
　
政
広
・
佐
藤
秀
孝
・
市
川
英
世
・

　
　
市
川
正
・
笠
原
俊
春
・
鈴
木
恵

小
荒
戸
　
富
沢
富
子

太
平
　
相
沢
幸
一

菅
刈
　
柳
孝
・
柳
鈴
子
・
関
谷
一
利

田
沢
　
高
橋
克
政

下
山
　
宮
沢
新
松

千
年
　
武
田
俊
彦
・
佐
藤
八
千
代
・
中

　
　
村
恵
秀
・
高
橋
京
子

清
水
　
秋
山
由
紀
子
・
茂
野
孝
蔵
・
秋

　
　
山
信
子

蓬
平
　
若
井
利
枝
子
・
小
堺
広
和
・
小

　
　
堺
千
栄
子
・
若
井
つ
き
子
・
小
堺

　
　
テ
ル
子

犬
伏
　
山
本
昭
一
・
柳
初
美
・
柳
一
則

　
　
松
山
一
郎
・
山
本
り
え
子

孟
地
　
柳
重
和

片
桐
山
　
山
岸
武
一

苧
島
　
石
田
明
美
・
柳
利
彦
・
石
田
恵
子

田
野
倉
　
池
田
修
・
池
田
重
治
・
池
田

　
　
和
子
・
池
田
功
・
斉
藤
嘉
和

仙
納
　
室
岡
純
子

筋
平
　
高
橋
以
治

蒲
生
　
山
岸
ミ
チ
子
・
小
堺
穣

儀
明
　
小
堺
ミ
ン
子
・
村
松
堅
悟
・
小

　
　
堺
博
道
・
中
村
ヤ
イ
子

福
島
　
高
橋
ま
り
子

竹
所
　
中
条
栄
一

濁
　
　
佐
藤
昇

峠
　
　
横
尾
優
子

室
野
　
中
沢
実

　　　　　　　一r　・…，、・・，3』二二＝　田””■”””服”服“細”・・9”””醐醐ロロ””■一盟圏■”■””■”””■■■”■”r■ロ”””朋””・■』一馳ロ”距■”陥”■”ロ“昌■■”””・””口■”■”轟

　　　　　　～～～ドロボウと子どもの事故に注意を～～～
　農繁期には、農作業で家をあけるためあきすねらいや子どもの水死、火遊びによる火災

などいろいろの事故が多くなります。

みんな協力して犯罪や事故の防止に心がけ、農繁期を無事に過ごしましよう。

　　⑱ドロボウに注意しよう蓼　　　　　⑱子どもの水死事故を防ごう⇔
　　　　　　　　　　　　　　　　　乱　　　　　　　　　　　　　　　｝表
最近は、自動車を使ったドロボウが、どんど　｛◎事故が起きる場所　　　　　　　　　　㌔
ん鮒地帯にも入り込んでいますから油断はで≦事故の場所は、大部分が自宅附近の用漿

きません。とくに次のようなドロボウが多くな1　水堀、池、自宅内の浴そうなどで起こ　1一

◎夜間、農作業の疲れでグツスリ眠っていると　く

　きにはいる忍込み。　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　（このようなドロボウの被害にかからないようにノ
するには、　　　　　　　　　　　　　　　～

　・戸締りはガツチリと。　　　　　　　　　　曹

　・現金の保管は確実に（家に置かないで貯金する）

　・隣近所と協力を。

　。防犯ベルをつける。

っています。　　　　　　　　　　　　　　　　～　　っています。

◎留守をねらうあきすねらい。　　　　　　　　、◎水死の原因
　　　　　　　　　　　　　　　　　（◎家の人が夕食や入浴しているとき、あるいはご　　・仕事をしながら子守りしていた。
　テレビを見ているスキに、こつそり家の中を1　　。子ども同志が水辺で遊んでいた。

　荒らす居あき盗。　　　　　　　　　　　　ン次のことに注意しましよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　φ

5
月
1
0
日
に
挙
式

　
　
　
町
の
成
人
式
は
5
月
1
0
日
に
総
合
セ

　
　
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
今
年
、
成
人
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ

　
　
ん
で
す
。
式
は
午
前
1
0
時
か
ら
行
な
わ

　
　
れ
、
．
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
町

　
　
長
．
町
議
会
議
長
ほ
か
来
賓
の
祝
辞
が

　
　
あ
り
、
成
人
者
代
表
答
辞
の
あ
と
記
念

　
　
撮
影
・
会
食
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

　
　
続
ぎ
、
和
気
藷
蕩
の
お
め
で
た
い
一
日

　
　
で
し
た
。

　
　
　
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
町
民
の
皆
様
か

　
　
ら
も
、
町
の
将
来
を
担
う
新
成
人
の
皆

　
　
様
を
ご
祝
福
く
だ
さ
い
。
な
お
、
記
念

　
　
品
は
成
人
記
念
の
名
入
り
の
爪
切
り
・

　
　
写
真
ア
ル
バ
ム
・
記
念
写
真
（
カ
ラ
ー
）

　
　
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
「
写
真
・
成
人
者
代
表
の
答
辞
」

1
”
成
人
お

め

で

と

、
ハ
ノ

　
　
　
〃

。子どもから絶対に目を離さず、用の　〉　は大変です・あなたの財産を火災から守るために次のこと

あるときは連れて行くなどして、し1に注意し・子どもの火遊びによる火災を防ぎましよう。

　つかりと見守る。　　　　　　　　　鑑◎ふだんからおとなが火の取扱いについて手本を示し、火
　　　　　　　　　　　　　　（・家のまわりの防火用水、用水堀など！　の恐ろしさを教えておく。
危険な所には、サク、フタなどをす　　◎マツチやライターなどは、子どもの手のとどかない所に
る。　　　一　　　　　　　　　　　　　　しまつておく。

・子守りは、しっかりしたおとながす　　◎火を使ったとき、寝る前、出かける前にもう一度火元を

る。　　　　　　　　　　　　　　　　確かめる。

2
）　　　多子どもの火遊びをやめさせよう多

《
｛　・農繁期には特に子どもの火遊びによる火災が多くなりま
くす。農作業のためおとなが家にいないときに火事になつて
～

（4）



嵐紗、ヤい
4
．
’
8

支
芸
霞

し
ぶ
み
句
会
（
3
月
3
日
・
公
明
居
）

雛
か
ざ
る
ゆ
と
り
を
持
ち
し
妻
と
な
り

大
冬
木
伐
り
父
祖
の
家
建
て
か
え
る

行
商
の
雪
道
妻
に
歩
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

雪
崩
跡
目
に
映
し
て
黒
々
と

天
窓
も
雪
に
埋
れ
て
大
藁
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

手
に
触
れ
て
桐
の
実
鳴
る
を
寂
し
め
り

や
わ
ら
か
き
日
光
雪
の
襲
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

凍
て
返
る
こ
の
坂
道
を
通
勤
す

郵
袋
の
重
き
足
ど
り
深
雪
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

断
崖
の
氷
柱
錐
く
岩
を
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

落
ち
凧
に
子
等
二
三
人
取
り
ま
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彗
　
生

雛
古
り
て
宮
女
の
首
の
傾
ぎ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

　
　
き
◆
｝
－

盆
梅
も
散
り
て
勢
定
目
向
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

行
く
バ
ス
に
立
ち
は
だ
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
崩
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善

屋
根
越
し
に
声
飛
び
来
る
雪
卸
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅

逃
げ
足
の
早
き
仔
豚
や
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

廃
屋
は
埋
れ
た
る
ま
』
雪
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

一茶風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

ほ
ろ
ほ
ろ
と
雪
降
り
て
い
る
窓
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

寒
釣
の
足
場
に
藁
を
し
き
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

す
ぐ
春
と
行
き
交
う
人
の
声
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
男

川
　
柳

ぜ
い
た
く
を
い
ま
し
め
ら
れ
る
物
価
高

四
匹
の
猫
追
ふ
に
忙
し
い
客
の
茶
菓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
キ
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
　
十
六
貴
知

い
き
ま
い
て
一
句
も
う
す
と
眠
く
な
り

答
弁
で
低
く
な
る
だ
け
反
り
か
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
た
か
ひ
こ

　
（
山
岸
健
彦
様
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

　
い
）

利
子
の
記
入
は
お
済
み
で
す
か

　
郵
便
局
の
通
常
貯
金
（
出
し
入
れ
自

由
）
は
毎
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
利
子

計
算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
も
と

の
通
常
貯
金
通
帳
を
当
局
に
お
持
ち
下

さ
い
。
地
方
貯
金
局
で
利
子
を
記
入
の

う
え
約
一
週
間
后
に
書
留
郵
便
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
利
子
の
記
入
で
貯
金
の
楽
し
み
を
更

に
大
き
く
し
て
下
さ
い
。

　
尚
郵
便
貯
金
は
、
預
入
や
払
い
も
ど

し
等
が
な
く
十
年
経
ち
ま
す
と
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
古
い
通
帳
等
に
つ
い
て

は
充
分
留
意
し
て
下
さ
い
。

「
ゆ
う
ゆ
う
ロ
ー
ン
」
を

　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

　
ー
四
月
十
五
日
か
ら
二
十
万
円
に
1

　
昨
年
一
月
か
ら
預
金
者
貸
付
（
ゆ
う

ゆ
う
ロ
ー
ン
）
の
制
度
が
で
き
ま
し
た

が
、
こ
の
制
度
は
庶
民
金
融
と
し
て
創

設
さ
れ
、
預
入
金
額
に
よ
り
お
一
人
最

高
二
〇
万
円
ま
で
で
次
の
い
づ
れ
か
の

郵
便
貯
金
を
ご
利
用
の
か
た
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

一
定
額
貯
金
ー
元
利
合
計
額
の
九
割
内

二
定
期
貯
金
ー
元
利
合
計
額
の
九
割
内

三
特
別
定
期
⊥
兀
利
合
計
額
の
九
割
内

四
積
立
貯
金
ー
積
立
金
額
の
九
割
内

　
※
貸
付
期
間
は
六
ヵ
月
、
貸
付
利
率

は
特
別
定
期
を
除
き
預
入
年
月
日
等
に

よ
り
異
り
ま
す
が
、
比
較
的
低
利
で
す

　
詳
し
い
こ
と
は
郵
便
局
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

新
刊
図
書
の
購
入

あ
な
た
の
ご
希
望
を
ど
う
ぞ
…

　
公
民
館
で
は
昭
和
偲
年
度
に
購
入
整

備
す
る
図
書
を
選
定
中
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
図
書
を
愛
読

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
図

書
の
購
入
希
望
を
承
り
整
備
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
五
月
末
日
ま
で
に
町
総
合

セ
ン
タ
ー
内
公
民
館
図
書
係
ま
で
申
出

下
さ
い
。

◎
ご
希
望
限
度
冊
数

　
　
一
人
三
冊
以
内
（
一
冊
一
、
五
〇
〇

　
　
円
以
上
の
本
は
ご
遠
慮
下
さ
い
）

◎
申
出
は

　
　
図
書
名
・
著
者
・
発
行
者
・
価
格

　
　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

運
転
免
許
証
更
新

手
続
き
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
運
転
免
許
証
更
新
手
続
き
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
毎
月
の
手
続
・
講
習
日
（

毎
月
第
3
火
曜
日
）
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
許
証
更
新
手
続
及
び
講
習
会
日

　
昭
和
弱
年
6
月
1
8
日

※
会

場〃〃〃〃

※
時
間

　
7
月
1
6
日

　
8
月
⑳
日

　
9
月
1
7
日

　
－
o
月
嬉
日

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ

ー
ル
受
付
手
続
午
前
9
時
3
0
分
～

午
前
H
時
3
0
分
、
講
習
午
後

1
時
か
ら
↓

交通のきまりを

　　　　守りましよう

◎わき見運転など無暴な運転はし

　ない。

◎酒酔い運転はしない。

◎歩行者も、きまりを守りましょ

　う。

●，　●　■　◎　◎　■　●　o　■　●　●　．　●　6　0　●　■　●　■　◎　●　●　．　．　●　噂　●　●　●　●　■　●　●o　ゆ　●　彫　●　●9　．　●　●　●　・

※
当
日
必
要
な
も
の

　
①
運
転
免
許
証
②
新
潟
県
収
入
証
紙

　
千
円
（
銀
行
に
あ
り
ま
す
。
証
紙
は

　
大
切
に
取
扱
っ
て
下
さ
い
。
す
こ
し

　
で
も
破
損
や
汚
染
が
あ
り
ま
す
と
証

　
紙
と
し
て
受
け
と
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
③
安
全
協
会
費
六
〇
〇
円
（
原
付
小

　
特
は
三
〇
〇
円
）
④
ラ
ベ
ル
及
び
用

　
紙
代
若
干
⑤
免
許
用
写
真
一
枚
（
カ

　
ラ
ー
で
も
可
）
⑥
筆
記
用
具

　
　
　
　
　
（
松
代
町
交
通
安
全
協
会
）

（5）



磯

　
　
　
　
（
写
真
ー
菊
花
展
覧
会
）

　
な
が
か
っ
た
冬
も
い
つ
か
去
り
、
い

よ
い
よ
野
外
ス
ポ
ー
ツ
・
園
芸
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
グ
ル
㌧
フ
紹
介

第
5
回
は
松
代
町
菊
花
松
光
会
・
松
代

自
然
愛
護
会
・
松
代
町
園
芸
愛
好
会
・

松
代
町
野
球
協
会
を
紹
介
し
ま
す
。

松
代
町
菊
花
松
光
会

　
こ
の
会
が
発
足
し
た
年
は
あ
き
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
長
鈴
木
益
蔵

さ
ん
（
茄
才
）
の
お
父
さ
ん
が
若
か
り
し

頃
始
め
ら
れ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
聞

い
て
お
り
、
明
治
時
代
か
ら
の
伝
統
を

持
つ
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
会
は
、
菊
の
培
養
を
研
究
し
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に

し
、
菊
苗
の
芽
ざ
し
か
ら
開
花
（
展
覧

会
）
に
い
た
る
ま
で
の
研
究
と
そ
の
発

表
会
、
小
・
中
学
校
の
教
材
と
し
て
苗

の
分
譲
と
指
導
、
等
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
　
会
員
は
現
在
2
2
名
で
、
会
員
募
集
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
新
苗
を
分
け
る
の

は
6
月
中
旬
で
す
か
ら
今
が
入
会
の
チ

ヤ
ン
ス
で
す
。
会
費
は
2
年
目
か
ら
年

額
千
円
で
一
年
目
は
無
料
で
す
。

　
会
長
は
鈴
木
益
蔵
さ
ん
（
町
収
入
役
）

事
務
局
は
関
谷
昭
平
（
町
公
民
館
）
で

す
。

松
代
自
然
愛
護
会

　
会
の
発
足
は
昭
和
肘
年
3
月
－
日
で

す
。
自
然
を
愛
護
し
、
心
を
豊
か
に
し

美
し
い
町
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
お
り
ま
す
。
毎
年
探
鳥
会
や
遊
歩
道

の
整
美
、
町
文
化
祭
へ
の
参
加
を
事
業

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
探
鳥
会
は
次
の
と
お
り
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
参
加
下
さ
い
。

　
期
日
　
6
月
8
日
よ
る
～

　
　
　
　
　
　
9
日
午
前
中

　
会
場
　
孟
地
地
域
H
孟
地
中
小
学
校

　
　
　
　
へ
参
集
下
さ
い
。

　
講
師
　
中
島
公
氏
（
元
、
孟
地
校
の

　
　
　
　
先
生
で
探
鳥
の
大
家
で
す
）

　
会
員
は
現
在
九
名
で
会
費
は
年
額
五

〇
〇
円
で
す
。
会
員
募
集
中
で
い
つ
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

　
会
長
は
佐
藤
秀
雄
さ
ん
（
少
林
寺
住

　
職
）

　
事
務
局
は
関
谷
八
郎
さ
ん
（
松
代
郵

　
便
局
）
で
す
。

（6）

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
48
年
4
月

14

日
発
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
月
一
回
の
集
会
と
し
、
講
演

技
術
講
習
・
山
取
り
盆
栽
実
技
指
導
等

を
行
な
い
、
冊
子
盆
栽
早
わ
か
り
を
発

行
し
、
ま
た
、
町
の
文
化
祭
で
盆
栽
展

を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
前
年
行
な
っ

た
行
事
の
ほ
か
、
盆
栽
の
産
地
見
学
（

県
内
の
・
新
津
・
小
須
戸
方
面
を
予
定

）
用
土
・
用
具
の
あ
っ
せ
ん
、
朝
顔
の

競
作
等
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
会
員
は
現
在
6
0
名
で
会
費
は
年
額
五

〇
〇
円
で
す
。
い
つ
で
も
入
会
を
受
付

け
い
た
し
ま
す
か
ら
事
務
局
へ
申
出
く

だ
さ
い
。

　
会
長
は
佐
藤
秀
雄
さ
ん
（
少
林
寺
住

職
）
事
務
局
は
市
川
政
雄
さ
ん
（
松
代

郵
便
局
）
で
す
。

一
松
代
町
野
球
協
会

　
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
昭
和
3
4
年
8
月
％
日
発
会

い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
技
術
の
向
上

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
松
代
町
園
芸
愛
好
会
㎜

　
草
花
・
盆
栽
等
を
愛
し
、
趣
味
を
通

じ
て
交
流
を
は
か
る
と
共
に
、
技
術
の

向
上
を
は
か
り
、
花
あ
る
美
し
い
町
に

（写真一自作の盆栽を持ち寄り研究を行なう園芸愛好会）

・
体
力
づ
く
り
・

相
互
の
親
睦
を
目

標
に
、
新
潟
日
報

杯
・
松
代
町
長
杯

争
奪
大
会
と
行
な

っ
て
ぎ
ま
し
た
が

数
年
前
か
ら
新
潟

日
報
杯
を
廃
し
、

松
代
町
長
杯
争
奪

大
会
を
春
秋
2
回

開
催
し
、
い
ず
れ

も
18
チ
：
ム
ほ
ど

出
場
し
て
盛
会
で

す
。
本
年
の
春
季

大
会
も
間
近
か
で

す
。　
会
費
は
、
登
録

団
体
一
チ
ー
ム
か

ら
年
額
一
、
○
○

○
円
徴
収
し
、
大

会
出
場
費
は
、
大

会
の
都
度
五
〇
〇

円
～
八
○
○
円
程

度
徴
収
し
て
い
ま

す
。　
会
長
は
関
谷
甲
子
夫
さ
ん
（
大
正
医

院
院
長
）
事
務
局
は
関
谷
昭
平
（
町
公

民
館
）
で
す
。


